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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

本研究は、原子炉及び大強度トリチウム線源の傍で電気化学的起電力生成装置を用いた実験を行

い、その出力信号の生成プロセスをモデル化し高放射能ベータ崩壊核種の新たなモニター法を提案

したものであり、価値ある業績であると認める。 

 よって、博士（工学）の学位に値すると認める。 

 

 

 

 

 

 

 


